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　平成26(2014)年度の野生鳥獣による農林業被害額は838,488千円で、平成25(2013)年度に比べ

154,348千円減少し、平成19(2007)年度以降では最も少ない額となりました。

　同じく野生獣（イノシシ、シカ、サル、カモシカ、クマ）の捕獲数は16,107頭で、平成25(2013)年度に

比べて6,250頭増加し、平成19(2007)年度以降最も多い捕獲頭数となりました。

　県内の小中学生が尾瀬を訪れ、貴重な自然を体験する「尾瀬学校」には、平成26(2014)年度、156校、

11,449人が参加しました。平成20(2008)年度の事業開始以来、参加児童・生徒数は１万１千人台で推

移しています。

　講義や体験活動等を通じて、森林や緑化の重要性を学ぶ「小・中学生のためのフォレストリースクール」

には、平成26(2014)年度、37校、2,585人が参加しました。平成25(2013)年度からネイチャーゲーム

や間伐体験の申込みが増え、参加校数・人数とも増加傾向です。

　移動環境学習車「エコムーブ号」を活用し、実験や体験活動を交えて環境について学ぶ「動く環境教室」

では、平成26(2014)年度の利用が72件で、受講児童・生徒数は4,619人でした。件数はほぼ横ばいで推

移しています。

8 生態系

　平成25(2013)年度の森林整備面積は3,652haで、減少傾向にあります。また、平成26(2014)年の素

材生産量は278千㎥で、県内で使われた木材のうち、県産木材の割合は37.5％でした。生産量、県産材率

とも増加傾向にあります。

9 森林環境

10 環境学習・自主的取組

（資料:林政課）

（資料:自然環境課）
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

実施校数 108 135 143 142 154 157 156

参加人数 8,145 10,113 10,820 10,680 11,224 11,561 11,449
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（資料:自然環境課）
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